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３歳児の水を用いる遊びに関する研究
― 砂遊び場面の分析から ―
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                平松美由紀
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Abstract：In this study, I focused on sand play, especially water play, especially for 3-year-old 
children who enter kindergartens from their homes. Furthermore, I aimed to clarify the types of 
tools used and how water is used with those tools in the focused situations.
　The results are as follows. 15 types of tools used were extracted. The tools were selected and used 
by the toddlers themselves from where the tools were located; a comparison of the two preschools 
showed that three tools were used in common. On the other hand, a total of 10 types of tools were 
unique to each school. 2. When we compared how the toddlers in the two gardens used water with 
the tools they used, and compared them with Ishikura’s expressive acts, we were able to organize 
them into 12 types of acts.
　The results of this study suggest that, first, the use of common tools was influenced by the 
location where the tools were purchased, as well as by the conditions of the 3-year-olds’ preschool 
life. The second factor that contributed to the use of distinctive tools in each preschool was that 
the preschools had opportunities to reconsider the preschool environment according to the actual 
conditions of the preschools, and that they let the preschools develop play based on the interests of 
the preschoolers and let them choose the tools themselves. 
　Next, in terms of the relationship between the tools selected by the toddlers and the way they 
use water, it was inferred that the act of using the tools is influenced by what the toddlers perceive 
about water from their past experiences with water, based on their actual appearance.
Keywords： infant, play with water, 3-year-old, childhood education, childcare

１．研究背景と研究目的

 
　本研究は，幼稚園における３歳児を対象とし，特に
砂遊び場面で水を用いる遊びに着目し，幼児が使用す
る道具の種類と幼児がどの道具を用いてどのように水
を使用しているかについて明らかにすることを目的と
する。
　2017年，保育所保育指針，幼稚園教育要領，幼保連
携型認定こども園教育・保育要領（以下３法令とい
う）が，同時に改訂（改定）され，すでに，５年が経

過した。この改訂（改定）により，保育所，幼稚園，
幼保連携型認定こども園において，３歳以上は，同等
の環境を通して行う教育が，共通化された。ただし，
これは小学校以上の教科学習を前倒しで行うものでは
ない。
　また，OECD（経済協力開発機構）の調査（2018）
を基に，文部科学省は，乳幼児期からその後の教育ま
でを見通した幼児期に育みたい資質・能力として３つ
の柱を示した。これは，21世紀の社会を見通し，解の
ない課題に向き合いそれを解決しようとする力や，情



報化に伴う社会変容に対応できる力，自らの能力を発
見し，磨き，その能力を通して社会に貢献する力等を
育成し，一人一人の幼児が，生涯にわたるwell-being
の実現を目指す力の獲得を目指すものである。先述の
３つの柱を幼児教育では，次のように明確化されてい
る。
　①　知識・技能の基礎
　②　思考力・判断力・表現力の基礎
　③　学びに向かう力，人間性等
　幼児期から青年期を見通した教育について，目指す
方向性が示されたことは，我が国の保育・幼児教育に
とって，その実践の向上が求められることは，自明の
ことであろう。実践の向上を目指す必要性について
は，James J, Heckmanの研究により，幼児教育の質
が，その後の教育や人生に影響がある点が指摘されて
から，幼児教区の質向上への注目は大きい。近年，幼
児教育における「保育の質」が，幼児の発達に与える
影響として，正負いずれの影響を及ぼすことも明らか
になっている（Baker et al. 2018, Sylva et al. 2010）。
我が国においても，ベネッセ教育総合研究所の縦断調
査（2018）により，幼児期に大切な３つの育ち（①文
字・数・思考，②学びに向かう力：好奇心，協調性，
自己主張，自己抑制，がんばる力，③生活習慣）が明
らかとなった。さらに，幼児の発達は順序性があり，
幼児期に『がんばる力』を身につけている幼児の方
が，小学校高学年での思考力が高いことも明らかとな
り，小学校以降の学習態度の土台となることが分かっ
ている。これらを踏まえると，幼児教育の実践の場
で，実践の具体に着目し，幼児の姿の理解や保育内容
を検討することは，有益である。
　また，学校教育法（文部科学省）によると，幼稚園
は，満３歳以上の子どもに対し教育を体系的かつ組織
的に行う学校であると規定されている。家庭から，初
めて他者と共に生活する幼稚園へ入園する３歳児は，
環境の大きな変化に不安や戸惑いがあり，人的環境で
ある教師との関わりを土台に，園生活をスタートす
る。教師は，入園当初から一人一人の幼児の実態を把
握しつつ，家庭で経験した遊びの環境や幼稚園である
ことから経験できる遊びの環境を意図的に構成し，幼
児の心の安定，安心を培っていく。幼稚園に必ずあ
り，多様な遊びを経験できる環境として，砂場が挙げ
られるであろう。笠間（1993，1998，1999a，1999b，
2007a，2007b）は，日本において，環境としての砂
場が，幼児にとって自発的な活動の場である重要性を
明らかにし，幼児の興味関心を実践の始まりとする幼

児教育において，砂場が普及していったことは，幼児
教育の環境として重要な役割を担うことに言及してい
る。さらに，粕谷（2007）は，現象学的視点より，砂
の特性として，特に水と融合することで，新たな運動
様態，遊戯関係が，遊びの構造を検討する中で生成
されることを明らかにした。海外における研究では，
Crosser（1994）は，水が，幼児の遊び目的を生む基
本的な環境の１つであり，砂や粘土と同様に幼児が，
自分たちの思いに沿って自由に形状変化させることを
可能とし，好奇心，探究心，実験性を育むことを明示
している。Carol M. Gross（2012）は，幼児にとって
魅力的な水という環境により水を用いた自由な遊びの
中で，物理学（流れ，運動），化学（凝集，溶液），生
物学（植物と動物の生命），数学（測定，等価，体積）
の科学的概念の基礎を築くこととなると指摘してい
る。このような科学的概念について，水を用いる遊び
を通して，日本の保育者が，幼児に学んでほしいと強
く願っているだろうか。松本（2023）は，自身の自然
を大切にする実践者であった経験を踏まえ，保育者自
身が１つ１つの幼児の体験を考える姿勢が専門性の１
つであることに言及している。しかし，幼児が水と関
わる魅力は，夢中になって水と対話することにより，
水からの流動的な応答性であり，このことにより，幼
児が自分と関わる「水の本質」を実感できるかが重要
であると指摘している。
　そこで，本研究では，幼稚園における特に家庭から
入園する年齢である３歳児を対象とし，砂遊び場面で
特に水を用いる遊びに着目することとした。さらに，
着目した場面で，使用する道具の種類とその道具を用
いてどのように水を使用しているかについて明らかに
することを目的とした。
　本稿では，２．研究方法．３．結果．４．考察．を
踏まえ，５．まとめと今後の課題を述べ，結論とす
る。

２．研究方法

２．１．研究対象

　Ｏ県Ｓ市立Ｋ幼稚園３歳児12名，Ａ市立Ｓ幼稚園３
歳児18名である。2022年５月１日現在で在籍している
３歳児を対象とした。
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表１．全調査日・園・調査時間・天候気温の一覧

２．２．研究方法

　本研究では，対象となる幼児の保護者より調査の同
意について回答が得られた後，ビデオ撮影による非参
与観察法によりデータ収集を行った。撮影したデータ
を繰り返し見直し，幼児の行動を分析することができ
る点において，この方法が有効であると考えたためで
ある。保育者には，通常の保育を行っていただき，幼
児のほとんどが登園を終える午前９時頃から，クラス
での活動や昼食準備までの10時30分頃までの約１時間
半を撮影可能時間とした。この中で，登園後，３歳児
が砂場で主体的に遊ぶ時間を撮影した。また，通常の
保育に支障がないように，筆者は幼児に関わらないよ
うにした。ビデオカメラは，固定設置１台とし，砂場
近くの保育に支障をきたさない位置に三脚で設置し
た。あらかじめ，園の指導計画や前日までの遊びの状
況を保育者に確認し，水を使用することが予想される
場に近い位置であり，幼児に危険が及ばない場に設置
をした。撮影については，ビデオカメラの画角に幼児
が入り，音声も収集できるように位置や距離に配慮し
て行った。

２．３．撮影期間と対象場面の選定

　調査期間：2022年５月27日（金）～７月１日（金）
　調査時間：幼児のほとんどが登園を終える午前９時
頃から，クラスでの活動や昼食準備までの10時30分頃
までの約１時間半のうち，砂場で水を用い始めた幼児
から，用いらなくなる幼児までを撮影した。

　上記の期間で園の保育に支障をきたさない日を園長
先生より指定していただき調査日とした。調査日は合
計７日であった。天候は，朝９時の時点で調査園があ
る市町村の地域における気象庁より発表された天候と
気温・湿度である。調査期間他の一覧を表１に示す。
　観察日７日：合計撮影時間は187分38秒であった。
上記の調査期間のうち，本論文で，分析対象としたも
のは，４回目2022年６月９日（木）の32分35秒，５回
目2022年６月10日（金）25分31秒である。

　この２回を対象とした理由は，①２園それぞれの場
面であること，②対象とした月日が同じ週であること
により，２園の場面を比較できると考えたからであ
る。

２．４．分析方法と手順

　具体的な分析手順は，次の通りである。
　（１）対象場面の整理
　対象となる２場面について，観察場面の概要，各幼
児が水を用いるために使用した道具，各幼児が選択し
た道具で水をどのように用いているかについてＳ園，
Ｋ園ごとに抽出し，抽出した道具について２つの園の
比較を行った。
　（２）（１）で抽出した各園の道具と水の用い方との
関連について石倉（2011）の表現行為を基にどのよう
な用い方をしているかについて分析を行った。
　分析については，保育士勤務経験26年・保育者養成
校勤務経験10年・自治体発達相談支援員３年の１名と
幼稚園教諭勤務経験21年・保育者養成校勤務14年１名
と幼稚園教諭勤務25年目１名の計３名で３回の分析を
行った。

２．５．倫理的配慮

　本研究を進めるにあたり，対象となる幼稚園の管轄
教育委員会，幼稚園の教職員に対して，本研究の目
的，調査内容，ビデオ撮影について依頼文書，研究説
明文書，同意書，同意撤回書について口頭並びに紙面
をもって説明を行った。また，本研究への参加は任意
であり，不参加による不利益は生じないことも説明を
行った。各幼稚園の園長に協力をいただき，対象とな
る幼児の保護者へ，同様の文書を配布，説明をしてい
ただいた。さらに，研究結果を公表する際は，個人情
報は匿名処理されること，および撮影後のデータに関
しては，SDカードとハードディスクに保存し，研究
終了後は10年間の保存後，物理的に廃棄することを説
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回 調査日 合計撮影 天候 気温 事例

園 時間 湿度

1 2022 年 5 月 35 分48 晴れ一 22.8℃ \ K 27 日（金） 秒 時展 /70% 

2 2022 年 6 月 23 分20 晴れ 24℃ \ s 3 日（金） 秒 /54% 

3 2022 年 6 月 11 分 34 雨時々 18.3℃ 

ロK 6 日（月） 秒 旱琴 /96% 

4 2022 年 6 月 32 分 35 睛れ 21.7℃ 

゜K 9 日（木） 秒 /66% 

5 2022 年 6 月 25 分 31 晴れ 23. 5℃ 

゜s 10 日（金） 秒 時々曇 /68% 

6 2022 年 6 月 29 分05 曇り 27.7ー0 \ s 24 日（金） 秒 70% 

7 2022 年 7 月 29 分45 晴れ 29.8℃ 

口s 1 日（金） 秒 /61% 



明し，同意書を得た。なお，本研究は大阪総合保育大
学倫理委員会の許可を得て，実施した。（承認番号：
児保研-061）

３．結果

３．１．Ｓ園，Ｋ園の観察記録と比較

　表２は観察記録した幼児と，それぞれの幼児が用い
た道具の一覧である。

表２．２園の幼児が用いた道具の一覧
（※は図２，図３の幼児）

　Ｓ園，Ｋ園ともに砂場で使用する道具は，砂場近く
に専用の倉庫があり，使用する道具は，常に幼児が選
択できるように設置されていた。水を用いる際には，
それぞれ水を溜める場を設定してあり，幼児がそこ
から水を使用していた。溜めているタライの仕様につ
いて，園の保育者の方に確認したところ，Ｓ園：丸形
タライ　幅63.5×奥行63.5×高さ28（㎝），Ｋ園：長方
形タライ　幅56×奥行41.8×高さ17.4（㎝）であった。
用いた道具は，「プリンカップ，皿，型抜き（ドーナ
ツ）型抜き（三角），茶碗，コップ，バケツ，じょう
ろ，スコップ，トイ，ペットボトル，じょうご，鍋，
トラック，船」の15種類が抽出された。どちらの園も
道具については，幼児が，自分で道具のある場所か

ら，選択して使用できるようになっており，抽出され
た道具は，幼児が自ら選択し，使用していた道具で
ある。また，同じ名称の道具を列挙しているが，１つ
の道具を共同で使用している場面はなく，それぞれの
幼児が自分で使用する道具を手にしていた。２つの園
で共通して使用していた道具は，「コップ」「バケツ」

「トイ」の３種類であった。一方，各園の特徴的な道
具はＳ園では，「皿」「プリンカップ」「茶碗」「ペット
ボトル」「型抜き（ドーナツ・三角）」「スコップ」の
６種類であり，Ｋ園では，「じょうご」「鍋」「トラッ
ク」「船」の４種類であった。
　次に図１は，観察対象の幼児（縦軸）が砂場に滞在
していた時間（横軸）の比較と各幼児が観察場面に滞
在していた時間の一覧である。最も長い滞在時間で
あったのは，Ｓ園のＤ児で1511秒であった。最も短い
滞在時間であったのは，Ｓ園のＦ児で620秒であった。
　全体の平均は1023秒，Ｓ園での平均滞在時間は，
966.5秒，Ｋ園の平均滞在時間は，1090.8秒であった。
　図２は，実際に観察したＳ園の使用場面の一部で
ある。（画像：Ｄ児，Ｅ児）Ｓ園のＤ児は，バケツに
ある水をスコップで汲みトイに流している場面であ
る。Ｅ児は，近くにある大きなタライから，ペットボ
トルを用いて同じトイに水を流そうとしている場面で
ある。図３は，実際に観察したＫ園の使用場面の一部
である。（画像：ｂ児，ｃ児）Ｋ園のｂ児は，大きな
タライの水を鍋で汲み，バケツに入れている場面で
ある。この後，左にあるトラックにバケツの水を運
び，トラックに水を入れていた。バケツからトラック
に水を入れると，トラックから水は溢れていた。ｃ児
は，大きなタライからコップで水を汲み，バケツに入
れている場面である。コップで４回水を汲むとバケツ
を持って，トラックの方へ移動し，トラックに砂を入
れ，水を加えていた。このように各幼児が道具を使用
し，水を用いていた。
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s 園 k 園

幼児 用いた道具 幼児 用いた道具

A プリンカップ a じょうご‘

皿 コップ

ドーナツ型抜き

B 疇 b ※ 鍋

ニップ トラック

皿 バケッ

C バケッ c ※ バケッ

じょうろ じょうご

三角型抜き トラック

トイ

D ※ スコップ d バケツ

トイ コップ

コップ じょうこ‘

E ※ ペットボトル e 船

トイ トイ

バケッ

F プリンカップ \ ¥ ニップ



３．２．道具による水の用い方

図４．行為の出現分類

　どのように水を使用しているかについて石倉
（2011）が整理した７つの自然材と幼児の表現行為の
関連による研究の中でも，特に水との関わりによる35
種類の表現行為をもとに該当する行為を抽出し，分
類を行ったものが，図４である。２つの園の幼児が
使用していた道具を用いて，どのように水を使って
いたか，石倉の表現行為と照らし合わせると12種類
の行為に整理することができた。中でも，最も多く該
当したものは，「汲む」であり，８名の幼児から抽出
できた。「汲む」行為に使用した道具は，「プリンカッ
プ」「茶碗」「コップ」「スコップ」「ペットボトル」

「鍋」「バケツ」の７種類の道具であった。次いで７名
の幼児から抽出できた表現行為は，「入れる」であっ
た。「入れる」行為に使用した道具は，「皿」「ドーナ
ツ型抜き」「コップ」「プリンカップ」「トラック」「バ
ケツ」「じょうご」の７種類の道具であった。次に６
名の幼児から抽出できた表現行為は「混ぜる」であっ
た。「混ぜる」行為に使用した道具は，「プリンカッ
プ」「三角型抜き」「じょうご」の３種類であった。ま
た，「流す」は５名から抽出した。「流す」行為に使用

図１．幼児の遊び滞在時間の一覧

図２．Ｓ園の使用場面例（Ｄ児，Ｅ児）

図３．Ｋ園の使用場面例（ｂ児，ｃ児）
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した道具は，「プリンカップ」「トイ」「じょうご」の
３種類の道具であった。「溜める」「運ぶ」は４名か
ら抽出した。「溜める」に使用した道具は，「バケツ」

「トラック」の２種類であった。「運ぶ」に使用した道
具は，「バケツ」「コップ」「トラック」の３種類の道
具であった。「溢れさせる」「垂らす」は３名から抽出
できた。「溢れさせる」行為に使用した道具は，「プリ
ンカップ」「トラック」「バケツ」の３種類であった。

「垂らす」に使用した道具は，「皿」「じょうろ」の２
種類であった。さらに，それぞれ１名から抽出され
た行為は，「浸す」「注ぐ」「浮かせる」「波紋を作る」
であった。「浸す」に使用した道具は，「皿」であり，

「注ぐ」に使用した道具は，「茶碗」であり，「浮かせ
る」に使用した道具は，「船」であった。それぞれの
幼児が使用する道具により，同じ用い方をする場合，
異なった用い方をする場合があり，幼児自身が用い方
を選択していることが分かった。
　また，幼児が水をどのように用いたいと考えている
かにより，自らが選択した道具により，繰り返した
り，道具を持ち替えたり，道具自体を変えたりし，水
の用い方を自分の考えに沿って，試しているような場
面も見られた。

４．考察

４．１．幼児が使用する道具の比較

　本研究で抽出された道具は，２つの園を合わせて，
15種類の道具であった。また，それぞれの園で共通し
て使用されていた道具は，「コップ」「バケツ」「トイ」
の３種類であった。共通していた要因として考えられ
る点は次の２点である。
　まず，１点目として，道具の購入先，購入場所に依
拠している点である。砂場遊び用としてほとんどの園
で購入される道具は，国内の保育業者が，製作，販売
している道具であり，国内販売業者は，ある程度限
定されている点である。２つの園に確認したところ，
Ｓ園が購入した業者は，国内のＨ社，Ｆ社，Ｋ園が
購入した業者はＨ社，Ｆ社，Ｃ社であった。このこと
により，砂場遊び用として使用される道具は，園で同
じ道具を購入し，使用していることが推測される。ま
た，「トイ」については，２園とも，園の近隣にある
ホームセンターでの購入であることが分かった。ホー
ムセンターは異なる会社であったが，店舗で販売して
ある「トイ」の形状として「円形」「半円形」「角形」

「ジョイント」など，建築資材用である。それぞれの

園が異なるホームセンターで保育者が購入している
が，販売されている物品は，近似する形状，種類が多
くあると推測する。
　次に２点目として，３歳児の園生活の状況の影響が
あると考える。本研究の対象として分析対象とした時
期は，３歳児が入園し，約２か月が過ぎ，園生活に
徐々に慣れ始め，戸外で遊ぶ場として，砂場で遊ぶ状
況が増えてくる時期である実態を，２つの園の担任
保育者より聞くことができた。なぜ，砂場で遊ぶ状況
が増えているかについて，確認したところ，以下の点
が列挙された。①幼児の遊びへの興味・関心の状況，
②保育者の願い，③園ならではの体験の意義である。
Ｓ園では，①幼児が戸外に出ると，「砂場やブランコ
といった今までの体験や公園にある遊具への興味・関
心」が多くあり，②「気温が上がり始め，園生活も安
定しており，戸外で遊ぶ心地よさを感じてほしい」と
いう願いから，③今までには体験したことのない「砂
や水，土の感触を味わうことにより，一人一人の幼児
が園を楽しいと実感すること」が幼児の主体的な姿へ
と繋がると考えていることから，幼児が自分で選択で
きる道具の種類を設置していた。また，Ｋ園でも同様
に，①「幼児が自ら砂場に行く様子が多く見られ」，
②「園で遊ぶことが楽しいと感じてほしい」と願いを
もち，③「一層，楽しい場であることを感じる」ため
に，砂場の道具は，一人一人の幼児が自分の道具を選
ぶことができるように，十分な数を設置していた。こ
の２園の様子からも，道具の種類はもちろんだが，道
具の選択に関連し，道具の数も考慮されていることが
推測される。
　一方，各園の特徴的な道具はＳ園では，「皿」「プリ
ンカップ」「茶碗」「ペットボトル」「型抜き（ドーナ
ツ・三角）」「スコップ」の６種類であり，Ｋ園では，

「じょうご」「鍋」「トラック」「船」の４種類であっ
た。特徴的な道具の使用がされていた要因としては次
の２点が考えられる。
　まず，１点目として，使用する道具を先述の砂場遊
び用として購入した道具に加え，園で幼児の興味関心
によって準備された道具があることである。特徴的
な道具について，各園に確認したところ，次の点が挙
げられた。まず，幼児の実態により，園の環境の再考
する機会があった点である。Ｓ園では，「皿」「プリン
カップ」「型抜き（ドーナツ・三角）」「茶碗」「ペット
ボトル」の５種類のうち，「皿」「茶碗」は，過去に戸
外用ままごと遊びとして使用していたままごと道具を
砂場用として，加えていることが分かった。なぜ，加
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えたのかについて確認をしたところ，３歳児が，一人
遊びをしたり，砂場近くに設置された小さなお家で遊
んだりする様子があることから，砂場遊び用として，
戸外のままごと遊びに使用していた「皿」「茶碗」を
加えたことを確認した。この道具を加えたことによ
り，以前からあった「型抜き」「砂場用の皿」を用い
て，砂を使用したごっこ遊びがさらに３歳児で頻繁に
見られるようになった。また，「プリンカップ」「ペッ
トボトル」は，水を用いた他の遊びの場（色水遊び，
水鉄砲，魚釣り）で使用していたが，他の遊びで遊ん
でいた３歳児が，砂場に持ってきて遊び始めたことが
きっかけとなったとのことを確認した。このことに
より，砂場で使用する道具として，「プリンカップ」

「ペットボトル」を砂場道具の倉庫へ環境として加え
たことにより，一層，水を用いる際に使用する道具と
なった。Ｋ園では，Ｓ園と同様に「鍋」は，過去にま
まごと遊びに使用していた道具であった。
　また，２点目は，幼児の興味・関心によりどのよう
な遊びが展開されているか，そこで幼児自身が主体的
にどのような道具を選択するかという点である。Ｓ園
とＫ園を比較すると特徴的な道具を用いて，次のよう
な遊びが展開されていた。Ｓ園では，「皿」「プリン
カップ」「茶碗」「型抜き（ドーナツ・三角）」を用い，
ごちそう，ケーキ，お菓子などのごっこ的な遊びが行
われていた。その遊びに水を用い，砂と水を融合させ
るために道具を使用していた。さらに，「ペットボト
ル」と「スコップ」を用いたＤ児とＥ児（画像）は，
水をトイに流し，砂に流れ込む水の状態を楽しんでい
た。この遊びでは，水を流すために，「ペットボトル」
を使用し，「スコップ」は，水を汲んだり，水が砂に
流れこんだ後を掘ったりするために用いていた。Ｓ園
の幼児は，分析場面の６月10日の前後でも，このよう
なごっこ的な遊びや水の流れを存分に楽しむ遊びが展
開されており，毎回，道具の選択は幼児自身が行って
いた。Ｋ園では，「じょうご」「トラック」「船」が特
徴的な道具として挙げられたが，この３点の道具を使
用していたｂ児，ｃ児は，水が溜めてある大きなタラ
イに近い位置で遊んでいた。大きなタライから水をバ
ケツに汲み，そのバケツで水を運び，「トラック」と

「船」がある道路的な場へ流す遊びを展開していた。
「トラック」と「船」の選択は，幼児自身が行い，自
分が使いたい道具を選んでいたようである。「トラッ
ク」と「船」を用いて，砂場に道のような線をつけ，
そこに水を流しこみ，さらに道を長くするように，ま
た「トラック」と「船」を砂に押さえつけて，自分の

手で線をつけるようにしていた。２名の幼児が，一
緒に遊んでいるように見えるものの，「トラック」と

「船」は，それぞれが用いており，砂場道具として，
「トラック」が６台，船が「６隻」あった。分析場面
の６月９日の前後の調査においても，Ｋ園の幼児は，
一人が１つの「トラック」や「船」を使用することが
できるようにという保育者の願いもあり，合計12個を
道具として日常的に準備してあった。それぞれの園の
幼児が，今，興味・関心をもっていることを探り，保
育者は，道具の数や設置を考える。そのことにより，
幼児の使用する道具にも特徴が表れ，園による特徴も
現れるのではないだろうか。

４．２．道具と水の用い方の関連

　次に，２園の幼児が使用した道具とその道具を使
い，水をどのように用いているかについて考察する。
本研究で，石倉の35種類の表現行為に照らし合わせ，
11名の幼児が用いた道具すべてから抽出された水を用
いる行為は，12種類であった。１人の幼児が使用する
道具は，２種類，または３種類の道具を使用してい
た。その道具を用いてどのような行為を行っていたか
今回の観察場面では，特に砂場による観察場面であっ
たことから，石倉が明らかにした35種類の表現行為の
うち，該当した表現行為は，12種類になったのではな
いかと推測する。また，石倉はアフォーダンス理論を
手掛かりに，自然材に価値ある情報が実在するという
ことから，７つの視点の自然材を窓口とし，幼児の表
現行為の可能性を探った。水の遊びにおいて，幼児を
惹きつけた特性は，19点であった。これは，実践現場
の参与観察による記録を分類したものであり，砂場で
の遊びに限定されてはいない。そのため，35種類の表
現行為が導き出されている。今回の観察場面は，特に
砂場で水を用いる場面に限定していることから，該当
した行為は12種類にとどまったと考えられる。
　道具と水の用い方の関連については，次の２点を考
察する。まず１点目は，道具による水の用い方は，幼
児が今まで水とどのように出会ってきたかにより，水
がどのような物質であるかの認識が異なっていること
に関連すると考える。例えば，水に「浮かせる」行為
は，道具に「船」を使用している。「船」が水に「浮
く」かどうかは，幼児自身が，道具の「船」の素材を
実際に触り，水に「浮く」か「浮かないか」を感覚的
に体験していることによるのではないだろうか。ｅ児
の体験について，保育者に確認したところ，入園前
の家庭での様子は，お風呂やプールを怖がる様子が
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なく，家庭のお風呂にはアヒルのおもちゃがあり，湯
船の中でもアヒルを浮かべて遊ぶ場面があるとのこと
を聞いた。ｅ児にとって「船」と「アヒル」が同じ道
具と認識していたかどうかは不明であるが，「船」を
自分の手で触り，何を感じ，水に「浮かせる」行為と
なったかは，「船」と「水」の双方の特性からｅ児が
感じとったことを自身の行為として表出したと推測す
る。J. J.ギブソン（1904－1979）が提唱した環境の中
にある価値ある情報を幼児が知覚し，行動に移して
いったのではないだろうか。
　さらに２点目として，幼児は，１種類の道具を１つ
の用い方で使用してはないという点である。幼児は道
具と水のあらゆる可能性を拓いていると推測する。先
述した中で，今までの体験により，「コップ」は水を

「汲む」ために使用することもあるだろうが，「コッ
プ」は水を「溜める」道具でもあり，水を「垂らす」
道具でもあり，水を「注ぐ」道具でもあり，「混ぜる」
道具でもある。幼児自身が，道具と出会い，水を用い
るにあたり，自分が試行錯誤する中で，新たな「道
具」と「水」の双方の用い方を導き出している。実
際に，観察場面では，「皿」を用いて「波紋を作る」
行為が抽出できた。「皿」は，直径15㎝程度，深さは
ほとんどなく，平らな形状であった。しかし，Ｂ児
は，「コップ」で汲んだ水を「皿」に少量ずつ「垂ら
し」「皿」の中に水を膜状にすると，「皿」にある水に
自分の人差し指をチョンとつけ，その後に水の「波紋
を作った」のである。そして，１回だけではなく，３
回繰り返したのである。Ｂ児にとって「皿」は，水の

「波紋を作る」道具となっていたのである。遊びの状
況では，ごちそう作りや，お菓子作りのようなごっこ
的遊びをしている場面ではあったが，この中で，Ｂ児
は，自分で選択した「コップ」と「皿」により，水と
の今までとは別の対峙の仕方に出会ったのである。わ
ずかな時間であったが，Ｂ児の場面は，日々の実践で
見逃してしまいがちな場面であるのではないだろう
か。幼児が，自ら選んだ道具を使用し，どのように水
を用いるか，その幼児の無言の思いを水が大きく包み
込み，幼児と水の対峙，幼児と道具の対峙により，新
たな幼児と水と道具の世界が創出されているのであ
る。松本（2023）は，水遊びの環境づくりで「その子
なりの関わり方ができることを保障すること」を重
要であると述べている。日常的に水と関わることによ
り，遊びの可能性が拡がり，水は，幼児たちが，自分
と全身全霊で関わっていることを受け止める包容力が
ある。具体的には，このＢ児のように目の前の「皿」

に「垂らした」緊張感に溢れた水に，そっと関わった
り，時に，Ｄ児のように「スコップ」で大きなタライ
にある水を何度も繰り返し「汲んで」は「トイ」に流
し，気づくとシャツもズボンも水でびしょびしょに濡
れてしまったりする場面が観察された。これは，松本
のいう「その子なりの関わり」であり，道具を通して
ゆったりした関わりと激しい関わりの双方は，水を用
いて「今」この子が感じる世界であるといえる。幼児
は，少なくとも道具と水，水と道具の双方により，自
分の肌で関わりを感じ取ったり，関わり方を試した
り，導き出したりしているといえよう。

５．まとめと今後の課題

　本研究では，幼稚園における特に家庭から入園する
年齢である３歳児を対象とし，砂遊び場面で特に水を
用いる遊びに着目することとした。さらに，着目した
場面で，使用する道具の種類とその道具を用いてどの
ように水を使用しているかについて明らかにすること
を目的とした。
　結果は以下の通りである。

５．１．

　用いた道具は，「プリンカップ，皿，型抜き（ドー
ナツ）型抜き（三角），茶碗，コップ，バケツ，じょ
うろ，スコップ，トイ，ペットボトル，じょうご，
鍋，トラック，船」の15種類が抽出された。道具につ
いては，幼児が，自分で道具のある場所から，幼児が
自ら選択し，使用していた道具である。２園の比較
では，共通して使用していた道具は，「コップ」「バ
ケツ」「トイ」の３種類であった。一方，各園の特徴
的な道具はＳ園では，「皿」「プリンカップ」「茶碗」

「ペットボトル」「型抜き（ドーナツ・三角）」「スコッ
プ」の６種類であり，Ｋ園では，「じょうご」「鍋」

「トラック」「船」の４種類であった。

５．２．

　園の幼児が使用していた道具を用いて，どのように
水を使っていたか，石倉の表現行為と照らし合わせる
と12種類の行為に整理することができた。最も多く抽
出されたのは，「汲む」で８名，使用した道具は，「プ
リンカップ」「茶碗」「コップ」「スコップ」「ペットボ
トル」「鍋」「バケツ」の７種類の道具であった。次い
で，「入れる」行為が７名から抽出され，「入れる」行
為に使用した道具は，「皿」「ドーナツ型抜き」「コッ
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プ」「プリンカップ」「トラック」「バケツ」「じょう
ご」の７種類の道具であった。次に６名の幼児から

「混ぜる」行為が抽出された。「混ぜる」行為に使用
した道具は，「プリンカップ」「三角型抜き」「じょう
ご」の３種類であった。「流す」行為は５名から抽出
し，使用した道具は，「プリンカップ」「トイ」「じょ
うご」の３種類の道具であった。「溜める」「運ぶ」は
４名から抽出し，「溜める」に使用した道具は，「バケ
ツ」「トラック」の２種類，「運ぶ」に使用した道具
は，「バケツ」「コップ」「トラック」の３種類の道具
であった。「溢れさせる」「垂らす」は３名から抽出で
きた。「溢れさせる」行為に使用した道具は，「プリン
カップ」「トラック」「バケツ」の３種類であり，「垂
らす」に使用した道具は，「皿」「じょうろ」の２種類
であった。さらに，それぞれ１名から抽出された行為
は，「浸す」「注ぐ」「浮かせる」「波紋を作る」であっ
た。「浸す」に使用した道具は，「皿」であり，「注ぐ」
に使用した道具は，「茶碗」であり，「浮かせる」に使
用した道具は，「船」であった。
　この結果から，道具については，１点目として，共
通した道具を使用している要因として道具の購入先，
購入場所に依拠している点，３歳児の園生活の状況の
影響があると推測された。２点目として，それぞれの
園において，特徴的な道具の使用がされていた要因と
しては，各園の幼児の実態により，園の環境を再考す
る機会があることと，幼児の興味・関心による遊びの
展開と幼児自身に道具の選択を任せていることが挙げ
られた。次に，幼児が選択した道具と水の用い方の関
連では，石倉の35種類の表現行為に照らし合わせたと
ころ，11名の幼児が用いた道具すべてから抽出された
水の用いる行為は，12種類となった。実際の幼児の姿
を踏まえ，用いる行為には，幼児の過去の水との体験
から水の何を感じ取っているかと影響があると推測さ
れた。
　幼児の多様な行為をどのように読み解くかにより，

「環境を通して行う教育」の在り方を追及することを
可能とする。特に水は，多様な形状変化があり，自然
現象の中にも，水との出会いがある。幼児の身近な生
活で，水との出会いは溢れている。本研究では，砂場
で水を用いる場面に限定し，幼児が使用する道具と道
具を介してどのように水を用いるか検討した。さら
に，２園の観察場面の分析に留まったため，一般化す
ることは，困難である。しかし，幼児の行為と道具と
環境という三者を視点に，道具と水について環境を捉
え直すことは，幼児の遊びと行為の意味を深く理解す

ることとなり，広くは幼児の発達を確かに捉えること
に繋がる。幼稚園教育要領（2017）「環境」では，次
のように記載がある。
　「幼児は身近な環境に興味をもち，それらに親しみ
をもって自ら関わるようになる。～（中略）幼児はこ
のような遊びを繰り返し，様々な事象に興味や関心を
もつようになっていくことが大切である」
　ここにある「身近な自然」とは，一体どのような自
然をいうのか，「様々な事象」とはどのような事象と
いうのか，自然とは何か，身近な環境という中で曖昧
に表現されていることが多く，具体的にどのような環
境がどのような意義をもつかについて検証していくこ
とが必要であると考える。環境と幼児の行為が，「水」
と「道具」という関連性に目を向けることが，幼児の
遊びを深く理解することにつながり，日々の実践がよ
り質の高い実践へと理解される一助となると考える。
今後，さらに，水を用いる遊び場面の検証と，幼児に
とって「水遊び」はどのような意義があるかについて
検討を重ねていきたい。
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